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昨
年
四
月
、
前
百
済
会
長
の
後
任
と

し
て
大
役
を
お
引
き
受
け
し
た
私
で
す

が
、
何
様
剣
道
馬
鹿
と
言
わ
れ
る
人
間

で
、
体
協
と
い
う
大
き
な
組
織
を
引

っ

ぱ

っ
て
い
け
る
か
不
安
で
す
が
、
何
は

と
も
あ
れ
、
各
種
会
合
、
行
事
等
に
出

席
参
加
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
今

一

生
懸
命
で
す
。

皆
さ
ん
宜
敷
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
御

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
人
間
の
最

大
の
幸
福
は
な
ん
と
言

っ
て
も
健
康
だ

と
思
い
ま
す
。

「健
全
な
る
精
神
は
健

康
な
る
身
体
に
や
ど
る
」
と
申
し
ま
す
、

頭
が
良
く
て
も
金
が
あ

っ
て
も
不
健
康

で
あ
れ
ば
、
良
い
頭
も
金
も
役
に
立
た

な
い
で
し
ょ
う
。
毎
日
が
快
眠
、
快
食
、

快
便
で
あ
る
こ
と
が
な
に
よ
り
の
健
康

の
証
し
で
し
ょ
う
。
そ
の
幸
福
を
つ
く

り
出
す
の
が
体
育
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
復
雑
化
し
た
社
会
生
活
を
の
り
切

る
た
め
に
も
仕
事
や
家
庭
で
の
頭
の
中

の
も
や
も
や
を
ス
ッ
キ
リ
と
忘
れ
る
た

め
に
も

一
汗
流
し
、
壮
快
な
気
分
で
呑

む
コ
ッ
プ

一
杯
の
ビ
ー
ル
の
味
は
ま
た

格
別
で
、
こ
ん
な
美
味
し
い
飲
物
が
此

の
世
に
あ
る
と
は
、
こ
れ
こ
そ
ス
ポ
ー

会

長

あ

い

さ

つ

ツ
人
の
み
が
知
る
最
大
の
特
権
で
あ
り
、

幸
福
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
は
な

い
で
し

う
か
。

終
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
体
協
各
部

の
役
員
、
指
導
者
の
皆
さ
ん
本
当
に
日

常
の
ご
活
躍
ご
苦
労
様
で
す
。
年
頭
に

御
願
い
申
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
五
十

九
年
度
を

一
つ
底
辺
拡
大
の
年
に

一
層

犠
牲
的
精
神
で
縁
の
下
の
力
持
ち
と
な

つ
て
ご
奮
闘
ご
活
躍
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
必
ず
体
協
発
展
と
町
民
全
体
が
何
ら

か
の
形
ち
で
体
育
に
親
し
み
健
康
で
明

る
い
志
免
町
が
築
け
る
で
し
よ
う
。

皆
さ
ん
力
を
あ
わ
せ
て
体
育
の
町

「志

免
町
」
の
牽
引
車
と
な
ろ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

町
民
み
な
さ
ん
の
、
な
お

一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
会
長

一
年
生
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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会
長
　
塩
　
山
　
敬
　
喜

志
免
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
も
発
足

し
ヽ

早
や
七
年
を
迎
え
ま
し
た
。
親
睦

と
融
和
を
目
的
と
し
、
会
員

一
同
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
普
及
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

当
協
会
の

一
年
は
、
春
の
町
長
杯
争
奪

戦
を
皮
切
り
に
、
八
ヶ
月
間
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
す
。
今
年

は
、
十
七
チ
ー
ム
で
Ａ

・
Ｂ
リ
ー
グ
に

分
か
れ
、
各
リ
ー
グ
杯
を
目
ざ
し
、
前

後
期
に
渡
り
、
ゴ
ー
ル
を
目
ざ
し
ま
す
。

又
粕
屋
郡
大
会
に
三
チ
ー
ム
出
場
、
福

岡
地
区
ジ

ュ
ニ
ア
大
会
を
、
町
な
ら
び

に
、
各
町
内
会
の
協
力
に
よ
り
、
七
月

に
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
リ
ー
グ

戦
終
了
時
に
は
、
加
入
チ
ー
ム
を
四
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
試
合
で

一
年
行
事
を
終
り
ま
す
。
他

に
、
志
免
町
主
催
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
に
、
審
判
を
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
リ
ー
グ
戦
は
、

東
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
、　
一
週
お
き
に

行

っ
て
い
ま
す
。

入
部
希
望
の
方
は
、
近
く
の
チ
ー
ム
又

は
、
事
務
局
ま
で
、
問
い
合
せ
て
下
さ

卓
　
　
球
　
　
部

部
長
　
光
　
安
　
宗
二
郎

私
た
ち
卓
球
部
は
、
毎
週
火
、
金
曜

日
に
八
時
か
ら
十
時
ま
で
い
志
免
中
の

卓
球
場
で
練
習
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
各
種
大
会
に
参
加
し

て
、
実
業
団
リ
ー
グ
で
の
ラ
ン
キ
ン
グ

優
勝
や
、
郡
民
体
育
大
会
に
お
い
て
も

優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。

今
年
で
十
年
目
を
む
か
え
、
部
員

一

同
、
さ
ら
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
経
験

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
で
も
が
楽

し
く
参
加
で
き
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く

り
に
、
心
が
け
て
い
ま
す
。

初
心
者
の
方
で
も
、
気
軽
に
は
じ
め

ら
れ
、
指
導
も
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。

卓
球
を
通
し
て
、
み
ん
な
の
親
睦
も

深
ま
り
、
プ
レ
イ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
卓
球
を
は
じ
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
健
康
づ
く
り
、
体
力
向
上
、
そ

し
て
楽
し
み
の

一
つ
に
加
え
て
く
だ
さ

い
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
、
練
習
場
の
方

へ
、
見
に
き
て
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
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多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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「広報 じめ まち」 と一緒 に保管 していただ けれ ば幸 いです
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(2)体 協 だ よ り、、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

会
長

上

田

博

昭

ロ
ス
、
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
さ
れ

る
こ
の
年
に
、
志
免
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会

は
、
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

先
人
達
が
、
組
織
作
り
に
努
力
し
誕

生
し
た
協
会
も
、
今
は
、
会
員

一
七
六

名
の
組
織
に
発
展
し
、
メ
イ
ン
行
事
も

年
々
盛
大
に
な
り
、
会
員
の
社
会
教
育

の
場
と
し
て
、
町
内
、
外

へ
の
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

五
月
か
ら
毎
月
十
二
月
ま
で
、

マ
マ

さ
ん
、
ジ

ュ
ニ
ア
、
男
子
、
勤
労
者
女

子
の
各
大
会
を
行
い
、
夏
に
は
郡
体
の

強
化
練
習
に
汗
を
流
し
合

い
、
秋
に
は

会
員
相
互
の
親
睦
も
か
ね
て
、
親
善
大

会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
又
、
六
月
か
ら

七
月
に
か
け
て
、
ジ

ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
指
導
し
て
い
ら
れ
る
方
々
の
た

め
に
、
指
導
者
講
習
会
を
、
は
じ
め
て

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
る
方
々
の
た
め

に
、

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を

開
催
し
、
十
月
に
は
、
会
員
研
修
も
か

ね
て
、
町
内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の

監
督
、

コ
ー
チ
の
方
々
に
、
指
導
者
講

習
会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

各
行
事
と
も
会
員

一
九
と
な

っ
て
運

営
に
あ
た
り
、
体
協
の

一
組
織
と
し
て

恥
じ
な
い
協
会
で
あ
り
た

い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

先
に
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
十
年
の

輝
や
か
し
き
節
目
を
、
意
義
あ
る
こ
と

と
し
て
と
ら
え
、
協
会
の
中
の
色
々
な

問
題
も
、
会
員
と
と
も
に
打
破
し
、
さ

ら
に
飛
躍
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

五
月
二
十
七
日

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

六
月
二
十
四
日

勤
労
者
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

六
月
二
十
四
日

ジ

ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

七
月
十
五
日

各
大
会
の
日
、
時
、
場
所
等
は
、
町

広
報
紙
に
て
、
ご
連
絡

い
た
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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理
事
長
　
土
口
　
村
　
　
　
定

す
も
う
協
会
は
、

「す
も
う
を
通
し

て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
役
立
て
た

い
」
と
昭
和
五
十
五
年
発
足
し
ま
し
た
。

練
習
で
は
、
す
も
う
技
術
の
向
上
、

体
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

「礼

に
始
ま
り
、
礼
に
終
る
」
す
も
う
を
、

人
間
形
成
の

一
つ
と
し
て
役
立
て
て
い

く
よ
う
励
ん
で
い
ま
す
。

五
十
九
年
度
は
、
七
月
に
町
内
の
小

中
学
生
を
対
象
に
、
少
年
す
も
う
大
会

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ふ
る
っ

て
ご
参
加
、
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

す
も
う
教
室
は
、

（七
月
～
十
月
、

毎
週
火
曜
日
、
金
曜
日
）
、
岩
崎
神
社

横
す
も
う
場
に
お
い
て
、
行
な
い
ま
す
。

時
間
は
、
午
後
五
時
三
十
分
～
七
時
ま

で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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部
長
　
安
　
部
　
賀
寿
雄

志
免
居
合
道
同
好
会
も
発
足
し
て
、

は
や
い
も
の
で
、
三
年
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
始
め
は
町
民
セ
ン
タ
ー
の

三
階
を
借
用
し
て
約
六
ヶ
月
間
利
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
広
々
と
し
た

中
央
小
学
校
の
体
育
館
で
思
い
き
り
修

練
を
重
ね
て
い
ま
す
。

修
練
の
結
果
を
発
表
す
る
機
会
は
、

先
ず
二
月
に
あ
る
北
九
州
居
合
道
大
会

次
に
二
月
に
昇
級
昇
段
審
査
、
そ
の
他

福
岡
県
居
合
道
大
会
等
、
年
に
三
回
か

四
回
の
大
会
や
試
合
が
あ
り
、
そ
れ
に

向

っ
て
、
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
居
合

は
動
き
の
は
げ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な

く
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
ス
ポ
ー
ツ

性
よ
り
精
神
面
の
方
を
お
も
ん
じ
て
い

ま
す
の
で
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
ど
な

た
で
も
参
加
出
来
ま
す
の
で
、
気
軽
に

入
会
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

陸

上

部
（陸
友
会
）
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会
長
　
中
　
馬
　
　
　
猛

『お
そ
い
あ
な
た
が
主
役
で
す
』

『
一
日
に

一
度
は
流
そ
う
玉
の
汗
、
健

康
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
』
を
、
合
い
言

葉
に
、
陸
友
会
は
四
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
昨
年
は
、
志
免
南
小
学
校
正
門
横

に

『ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
』
の
案
内
板

を
新
設
し
、
だ
れ
に
で
も
で
き
る
手
軽

な
ス
ポ
ー
ツ

『ジ
ョ
ギ
ン
グ
』
の
普
及

に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

毎
月
第

一
日
曜
日
午
前
七
時
、
志
免

中
学
校
又
は
、
南
小
学
校
に
て
約

一
時

間
ほ
ど
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
、
い
い
汗

流
し
て
い
ま
す
。

こ
の
練
習
会
や
、
親
睦

ハ
イ
キ
ン
グ
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
郡
民
体
育
大
会
強
化

練
習
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
会
員
も
小

学
生
か
ら
７０
才
代
ま
で
幅
広
く
４０
名
を

こ
え
る
に
い
た

っ
て
い
ま
す
。

当
会
で
は
、
多
数
の
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

「広報 しめ まち」 と一緒 に保管 していただけれ ば幸 いです
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体野 たよ り(3)＼

剣
　
　
道
　
　
部
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会
長
　
百
　
済
　
　
　
学

志
免
剣
道
会
で
は
、

「剣
は
心
な
り

心
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
剣
ま
た
正
し
か
ら

ず
」
の
教
え
を
守
り
、
社
会
体
育
の

一

環
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
、
心
の
修
練
を
掲
げ
た
剣
道
を

通
じ
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
力

し
て
い
く
覚
悟
で
す
。

会
員
は
剣
道
会
長

（
百
済
学
）
を

始
め
、
志
免
心
正
会

（会
長
　
小
林
鶴

児
）、
桜
武
館

（館
長
、
宮
川
英
俊
）
、

の
二
道
場
で
二
百
余
名
を
数
え
少
年
剣

道
大
会
出
場
数
も
、
県
内
外
で
三
〇
試

合
程
出
場
し
、
毎
年
優
秀
な
成
績
を
納

め
て
い
ま
す
。
志
免
町
内
の
大
会
事
業

に
つ
い
て
は
、
例
年
、
郡
内
の
少
年
剣

士
達
を
多
数
招
待
し
て
、
十
月
中
旬
の

日
曜
日
と
―
十

一
月
二
十
三
日
の
年
二

回
、
岩
崎
神
社
奉
納
少
年
剣
道
大
会
と

と
、
志
免
町
剣
道
大
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
志
免
心
正
会
、

桜
武
館
の
そ
れ
ぞ
れ
の
道
場
に
お
い
て

も
、
独
自
に
寒
稽
古
や
暑
中
稽
古
な
ど

を
計
画
し
実
行
し
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、　
一
度
竹
刀

を
振

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
剣
道
を
通
じ

て
親
子
の
対
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
日
頃
の
運
動
不
足
解
消
に
は
剣
道

が

一
番
で
す
。
気
軽
に
道
場
へ
お
こ
し

下
さ
い
。
基
本
か
ら
指
導
し
ま
す
。

》
谷
一Ｙ
Ｏ
Ｙ
（◎
Ｘ
一〇
）《
ｅ
Ｘ
Ｓ
＾^（①》

軟

式
庭

球
協
会

》
人一
》
０^》
《０
〉《
》
◎
ス《
》
《
》
０^
》《
０》《
０
〉《
》Ｘ
《》
ｘ《

会
長
　
西
　
本
　
　
　
訓

軟
式
庭
球
協
会
は
、
昭
和
五
十
三
年

「庭
球
協
会
」
と
し
て
発
足
後
、
昭
和

五
十
七
年
に
硬
式
テ
ニ
ス
と
軟
式
庭
球

と
に
分
離
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
粕
屋
郡
の
庭
球
協
会
の
リ

ー
ダ
ー
的
役
割
を
担
い
、
戦
績
も
、
毎

回
、
男
女
と
も
上
位
に
入
賞
出
来
る
よ

う
に
な

っ
て
来
ま
し
た
。　
一
方
、
志
免

町
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
コ
ー
ト

（四

面
あ
り
ま
す
）
で
は
、
春
と
秋
の
初
心

者
向
け
テ
ニ
ス
教
室
、
夏
休
み
の
夕
刻

を
利
用
し
た
中
学
生
向
け
の
ジ
ユ
ニ
ア

教
室
等
を
開
い
て
お
り
ま
す
。
こ
じ
ん

ま
り
と
し
た
家
族
的
な
雰
囲
気
の
な
か

で
プ
レ
イ
を
楽
し
み
、
納
会
で
は
、
ぜ

ん
ざ
い
を
い
た
だ
き
な
が
ら
懇
談
を
す

る
と
い
う
よ
う
な
楽
し
い
ク
ラ
ブ
で
す
。

最
初
は
テ
ニ
ス

〃
で
も
″
と
い
う
よ

う
な
軽

い
考
え
で
始
め
ら
れ
た
人
も
、

そ
の
運
動
量
の
多
さ
に
び

っ
く
り
さ
れ

ま
す
が
、
そ
こ
は
テ
ニ
ス
の
良

い
と
こ

ろ
、
自
分
の
年
令
、
体
力
に
応
じ
て
自

由
に
練
習
が
楽
し
め
ま
す
。
夫
婦
で
、

親
子
で
是
非

一
度
、
自
球
を
打

っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

春
季
テ
ニ
ス
教
室

四
、
五
、
六
月
の
日
曜
日

午
前
九
時
～
十
二
時

》

０^
・◎

《
ＯＸ

Ψ^
〈◎
〉《
×

〈》

９^
，６
×

ＯＸ

》^
〈◎
〉《

空

手

協

会

》

９^
，◎

ぺ
）Ｘ

ν^
〈◎
〉《
Ｘ

（》
《９
ン◎

《
９×
９

〈◎
〉《

会
長

世

利

勝

義

「押
忍
」
の
言
葉
で
表
す
よ
う
に
空

手
道
は
、　
一
人

一
人
の
忍
耐
に
よ
る
人

格
完
成
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

昨
年
は
、
福
岡
県
大
会
、
天
神
旗
大
会

筑
紫
大
会
、
全
国
大
会
等
に
志
免
道
場

か
ら
多
数
の
選
手
を
出
し
て
上
位
の
成

績
を
納
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

空
手
も
国
体
競
技
種
目
に
成
リ
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
関
心
は
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

又
、
昨
年
は
、
桜
丘
教
室
も
出
来
て
小

学
生
か
ら
大
人
ま
で
週

一
回
で
す
が

（

月
曜
日
午
後
六
時
よ
り
午
後
八
時
ま
で

）
多
ぐ
の
人
が
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

大
人
の
方
は
週

一
度
お
も
い
き
り
汗
を

流
し
て
体
力
増
強
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に

練
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

青
少
年
の
方
は
、
身
体
の
錬
磨
の
為

ぜ
ひ
道
場
へ
お
こ
し
下
さ
い
。

志
免
道
場
は
火
本
土

（小
年
部
午
後

六
時
よ
り
午
後
七
時
半
、　
一
般
部
七
時

半
よ
り
八
時
半
ま
で
武
道
館
）
に
練
習

を
行

っ
て
い
ま
す
。

Ｖ
〈◎

柔
　
　
道
　
　
部

》
〈０
》
《
０》
ｅ

〉《
》
◎
Ｙｅ

Ｘ
《》
人０
》
《
》
◎^
〉《
〉×
》
《

部
長
　
案
　
浦
　
善
　
晴

志
免
町
柔
道
部
は
町
内
柔
道
愛
好
者

の
集
り
で

「最
高
位
六
段
」
で
結
成
さ

れ
誰
で
も
参
加
で
き
、
も

っ
と
や
さ
し

い
柔
道
を
め
ざ
し
て
、
幼
児
か
ら

一
般

ま
で
毎
週
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
昔

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違

っ
た
柔
道
を
見
に

一
度
道
場
に
お
い
で
下
さ
い
。
又
、
最

近
町
内
柔
道
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
昔
取

っ
た
杵
柄
で
子
供
達
に

稽
古
を
つ
け
て
や

っ
て
下
さ
い
。
楽
し

み
に
待
っ
て
い
ま
す
。
又

一
般
の
方
で

も
段
位
の
取
れ
る
様
に
協
会
に
登
録
し

て
お
り
ま
す
。
ど
じ
ど
し
お
い
で
下
さ

硬
式
テ
ニ
ス
協
会

∨
人◎

《
０》
《０
〉《
》×
》
Ｏ

ｘ
バ》
人０
》《
０》
◎^
〉《
〉Ｘ
◎

）《

会
長

門

田

久

人

わ
が
硬
式
テ
ニ
ス
協
会
は
、
現
在
、

会
員
数
約
四
十
名
で
、
毎
週
土
曜
．
日

曜
日
は
、
家
族
、
友
人
そ
れ
ぞ
れ
が

一

つ
の
和
に
な

っ
て
楽
し
く
有
意
義
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。

健
康
と
体
力
づ
く
り
が
再
認
識
さ
れ

る
現
代
、
あ
な
た
も
自
由
な
時
間
を
テ

ニ
ス
で
汗
を
流
し
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス

と
運
動
不
足
を
解
消
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

今
年
も
、
春

・
秋
に
は
、

（毎
週
日

曜
日
、
午
前
十
時
～
十
二
時
）
下
志
免

バ
ス
停
横
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
初
心

者
、
中
級
者
以
上
の
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

気
軽
に
コ
ー
ト
に
お
こ
し
下
さ
い
。

》
《
》
《
⇔》
《
》
《
９
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「広報 じめ まち」 と一緒 に保管 していただけれ ば幸 いです
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部
長
　
士
口
　
村
　
　
　
巧

現
在
、
粕
屋
郡
内
８
町
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
男
女
の
チ
ー
ム
が
あ
り
、
四
月
は

春
の
リ
ー
グ
戦
の
真
最
中
で
す
。
わ
が

チ
ー
ム
は
、
他
町
の
チ
ー
ム
に
比
べ
て

身
長
で
劣

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
マ
イ

ナ
ス
を
走
力
で
カ
バ
ー
し
て
頑
張

っ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
人

口
は
、
と

っ
つ
き
に
く

い
の
か
な
か
な

か
増
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
私
た
ち
も
、

小
学
生
の
交
歓
試
合
を
開
催
す
る
な
ど

し
て
、
底
辺
の
拡
大
に
努
力
し
て
い
ま

す
。バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
ち
ょ
っ
と

き
つ
い
け
ど
、
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
学
生
時
代
に
経
験
さ
れ
た
方
は

ぜ
ひ
、
チ
ー
ム
に
お
入
り
く
だ
さ
い
。

リ
ン
グ
が
あ
な
た
を
待

っ
て
い
ま
す
。

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
し
よ
う
。

篠
栗
町
を
メ
ー
ン
会
場
に
昨
年
八
月

二
十

一
日
、
第
三
十
二
回
粕
屋
郡
民
体

育
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
粕
屋
郡
八

町
か
ら
約
二
千
人
が
参
加
、
志
免
町
か

ら
も
陸
上
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス

な
ど
八
種
目
に
二
百
四
十
人
の
選
手
を

送
り
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
大

会
成
績
は
次
の
と
お
り

（各
競
技
三
位

以
内
）
。

〔陸
上
〕

一
般
女
子
二
位

。
青
年
男
子
二
位

・

青
年
女
子
三
位

・
総
合
三
位

〔バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〕

一
般
男
子

一
位

。
一
般
女
子

一
位

〔剣
道
〕

青
年
二
位

。
一
般
三
位

〔バ
ス
ケ
ッ
ト
〕

女
子
三
位

〔テ
ニ
ス
〕

軟
式
団
体
二
位

・
硬
式
女
子
三
位

〔相
撲
〕

青
年
三
位

〔バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〕

一
般
男
子
（複
）
一
位

〔相
撲
個
人
〕

重
量
級

一
位
石
原
栄
樹

・
軽
量
級
三

位
池
田
孝
人

〔陸
上
個
人
＝
青
年
女
子
〕

百
眉

一
位
松
本
ひ
と
み

（１４
秒
５
）

バ
レ
ー
ボ
‥
ル
（
】
般
男
女
の
部
）

二
年
連
続
優
勝
を
は
じ
め
書
競
技
で
健
聞

郡

民

体

育

大

会走
巾
跳

一
位
松
本
ひ
と
み

（
４
房
４５
）

二
百
層

一
位
青
井
孝
子

（３１
秒
６
）

〔陸
上
個
人
＝

一
般
女
子
〕

百
肩

一
位
長
通
亜
矢

（
１３
秒
４
）

走
巾
跳

一
位
長
通
亜
矢

（
４
層
９１
）

〔陸
上
個
人
＝
青
年
男
子
〕

砲
丸
投
二
位
粕
谷
和
彦

・
三
種
競
技

二
位
河
田
喜
成

〔陸
上
個
人
＝

一
般
男
子
〕

千
五
百
肝
三
位
井
上
和
徳

〔陸
上
年
齢
別
リ
レ
ー
〕

四
百
＝

一
位

一
般
女
子

あ
な
た
に
も
で
き
る

体
力
つ
く
り

田
健
康
体
力
つ
く
り
は
、
自
分
の
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。
少
く
と
も
、
１

週
間
に
２
日
以
上
、

２０
分
以
上
の
運

動
を
行
い
ま
し
よ
う
ｏ

②
運
動
は
、
ど
ん
な
種
類
の
も
の
で
も

・
か
ま
い
ま
せ
ん
。
歩
い
て
も
、
走

っ

て
も
、
体
操
し
て
も
、
な
わ
と
び
で

も
又
、
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
で
も
よ
い

の
で
す
。
但
し
、
汗
が
ほ
ん
の
り
で

る
程
度
ま
で
が
ん
ば
り
ま
し
よ
う
。

◎健康 。体力つくりの

三大要素

一これらをバランスよく./―
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志免中学校

健康・体力

●散 歩
●ジ∋ギング

0ラ ンニング
0なわとび
0家庭 での

体操

●スポーツ

見合う適量

摂取

0好 き嫌い

をな くす

。楽 しい

食事

06群のバランス
●労働や運動と

●栄養豊かな

食事

●十分な睡眠
●入)谷 マッサージ
●リラクセーション
●レクリエーション

「広報 じめ まち」 と一緒 に保管 していただけれ ば幸 いです
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ノ/体 協 だ よ り (5)

●スポーツをこれからやつてみようかと考えている方、経験の有無を問わず各部へ直接ご連絡

ください。 (初心者も大歓迎 )

種 目
)舌 動    状 況

連 絡 先 備    考

練 習 日 時   間 場   所

陸   上   部
毎 月
第 1日 曜日

午前 7時～ 8時 志 免 中 学 校
中馬 猛 935-1495

見好卯敏 935-7100
おそいあなたが主役です。

バスケットボール部 木 午後 8時～10時 中 央 小 体 育 館
中山
935-1

孝一
〇〇1

特に女性部員募集 .′

柔   道   部 月・水・金 午後5時半～7時半 志 免 中 武 道 場
安浦 善晴
621-8646

5才以上男女を問わず加入でき
ます。

剣 道 部
心 正 会 月・水・金 午後 5時～ 9時 武   道   館

青本  茂
935-0810

剣道を通じて親子の対話を″

お父さん 、お母さんお気軽に

お越しください。桜 武 館 犬 。本・土
央・木
土

午後6時～8時
ク 3時～5時 南 小 体 育 館

宮川 英俊
935-8504

卓   球   部 央 ・ 金 午後 8時～10時 志 免 中 卓 球 場
田之上和夫
935-5743

誰にでも気軽に出来るスポーツ
です。

硬 式 テ ニ ス 協 会 日 午前10時～12時
横
ト一

場
コス

役
．
´

二
旧
テ

藤  龍己
935-1001

体力増進とス トレス解消に楽し
く汗を流しましょう。

軟 式 庭 球 協 会 ク 午前 9時～12時
志免町総合スポーツ
公 園 テ ニ ス コー ト

中牟田修身
935-1001

テニスコー トで、
さわやかな汗を。

空 手 協 会 月・央・本・土 午後 6時～ 8時 武   道   館
桜丘共同利用施設体育館

世利 勝義
935-1789

体力増強に女性の方は美と健康
に入会をお待ちします。

相 撲 協 会 央 ・ 金 午後 5時半～ 7時 岩 崎神社横 相撲場
告村 定 935-2367

世利良末 935-7100

すもうに興味のある方
お気軽にどうぞ。

居 含 道 部
木
土

午 後 ”
”

時
時

時

時 中 央 小 体 育 館
安部賀寿雄
935-2743

さわやかな汗で 、
貴女もママさん剣士に .′

ソ

フ

ト

ボ

|

リレ

協

亀 山 日 西 小 運 動 場
山下  功
936-1030

町民の皆さん一緒にグラン ドを

走り廻りませんか。各チーム共

皆様のご参加をお待ちしていま

す。

社会人の方ならば誰でも、カロ入

できます。

お気軽にどうぞ、お尋ねくださ

い。

%
%
%
%
/

町長杯 トーナメン ト大会

S

予 備

リーグ戦開幕(前期 )

S

別  府
I  

Ⅱ ク
中馬  :猛
935-1495

鏡 ´ ´
西村 芳雄
621-3115

志  免  四 ク 中 央 小 運 動 場
小峰 仁雄
935-1580

曰 枝 ク ク
矢部弥之助
935-2391

大 町 ク
深川 重信
935-3897

サ ンデ ィーズ ク ク
諸隈 一雄
935-6567

K S ク
広‖1 政幸
936-0649

志  免  五
宮崎  晃
935-0362

田 富 ク 東 小 運 動 場
久保田省三
935-5956

向  ヶ  丘 ク
末松  宏
935-3832

桜 FiVE ク 南 小 運 動 場
吉岡 栄治
936-1976

」し 区 ク 国鉄桜 丘グ ラン ド
大熊 貝」雄
935-0587

南 里 公 園 台 板付ハイツグラン ド
長井 弘行
935-5572

丸 商 ク
井上  修
935-2563

九 州 産 交 ク
田中  昇
935-6841

南 志 免
ブルーフアイターズ

ク 南 小 運 動 場
松村  伝
935-4303

バ

レ

|

ボ

|

ル

協

わ  か  ば 金 午後7時半～9時半 西地 区社会体育館
田中 順子 身体を動かすことが好きな方を

お待ちしています。

別 府 片 峰 木 ク
藤
9

真理代
35-8588

地域の親睦とス トレス解消のた
め入 りませんか。

南 里 失 ・ 金 ク 志 免 中 体 育 館
川原
935-

敏子
8434

南里公民館活動の一環として体
力づくりをモッ トーに″

ミ ラ ク ル ズ ク ク 中 央 小 体 育 館
高野富士子
935-5255

活気あふれるママさんばかり
黄女もどうぞ

泉 桜 水 ク 南 小 体 育 館
西山三枝子
935-5734

週一回で少々もの足 りないが常
に初心をもって…。

向  ヶ  丘 水 ・ 金 ´
末松 月子
935-3832

美容と健康のために、がんばっ
ています。

ス マ イ ル
央

金
姻
免

市木
士心

社
中 鯖育

会
体

木下加代子
935-0794

40才代が多いチームです。
部員を募集しています。

陽
月 水

土
午後 8時～10時

中 央 小 体
南 ノ」ヽ 体

育
育

館

館
宮原 結美
935-0146

若さあふれるフレッシュレディー
の集りです。どなたでもどうぞ。

志  友  会 央 ・ 金 ク
南 小 体 育 館
東 地 区社 会 体_育 館

水 町 男
９

芳
４３

30才 からスター トで楽しい
バレーボールを。

風 月・本 ・土 南 小 体 育 館
古賀 純一
935-2819

バレーが好 きな人なら誰でも参
加できるチーム作りをめざして″

「広報 じめ まち」 と一緒 に保管 していただけれ ば幸 いです

太



(6)体 協 だ よ りヽ、

各クラブ (練 習場)紹介
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須 恵 町
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東中学校
ソフ ト

宇
　
圭大
　
町

ヽ

:

t
〆 ′
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サ

/

|

ぶ
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,    V・ 3

彙(A j‐
・
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武道館
剣道・空手

´‐・
‐‐́ ‐・

~ヽ
中央小学校
バスケット・居合道

ヽ 」
バレー
ミラクルズチーム

/゛
/‐

~´ ′

至 宇 美 |

太陽 チーム
ヽ
　

ノ
タ

ヽ
　
／

一東小学校
東地区社会体育館
バレー

西 地

バ レー
わかばチーム
別府片峰チーム

スマイルチーム・志友会 ム

志免中学校
・柔道・陸友会

―

り

・
′

，
＼

西小学校 レー

南里チーム

スマイルチーム

l

ノ

総合
スポーツ公園
軟・硬テニス

/' \ ---'\--, '- 南小学校

剣道・パ レー

向ヶ丘チーム・桜丘チーム

太陽チーム・志友会チーム

嵐チーム・泉桜チーム

ヽヽ

′

ヽ
）（／

ノ

・

‐
‐
‐
）

.____ノ
ヽ

＼
ヽ

福 岡 市 /′
ヽ ヽ

ヽ
ヽ__ 、__、 _ノ、ヽ  /｀

ゝ_ノ

前
回
の
創
刊
号
に
続
き
、
第
２
号
の

発
行
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の

一
人
で
も
多
く
の
方
が
、
体

育
協
会

（体
協
）
の
各
部
、
各
活
動
を

知

っ
て
頂
き
、
加
入
さ
れ
て
、
活
動
す

る
こ
と
で
、
毎
日
の
生
活
を
よ
り
よ
い

有
意
義
な
も
の
に
し
て
欲
し
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。　
・

汗
を
か
く
こ
と
、
仲
間
を
作
る
こ
と

の
喜
び
を
知

っ
て
頂
き
、
少
し
で
も
そ

の
役
に
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

編

久 吉 諸 別 中 吉 光 青 増 中 水 伊
牟

家 野 隈 府 田 村 安 本 田 山 町 藤

直 孝 一 健 修 嘉 宗  太 孝 芳 善

人 夫 雄 一 身 彦 郎 茂 一 一 男 吉

広

報

委

員

4婁
フ甲

=

後
ソ

居 相 フ 空
ト

軟 硬 バ  バ

」柔 ス レ 陸
ケ |

=r■口し
卓

ハ
山
ハ

庭 テ

志
免
町
役
場

町
民
セ
ン
タ
ー

相 撲 場

「広報 じめ まち」 と一緒 に保管 していただけれ ば幸 いです


